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XIX  西湖・王宮・ファクフル王 

 

Ch. 152 キンサイ 杭州 

 

 

 

 

 

図 1 キンサイの街（BNF, fr. 2810, f. 67r）  

 

  

 

 西湖、杭州といえば西湖、この湖はそれほど名高い。が、杭州は南宋の都臨

安でもあった。であれば、王宮もあったはずである。唐の長安、北宋の開封、

元の大都、明・清の北京と、歴代王朝の都はいずれも往時の姿をなにがしか留

めて残っているのに対して、劣らず繁栄を誇った南宋の都の跡はどこにもない。

かつて王宮のあった市南部の呉山から鳳凰山の麓に、1995 年に発掘されたとい

う太廟の壁の一部と柱の基壇が一つ残るのみである（図 4）。ところが、実はも

う一つある。マルコ・ポーロの書である。そこには、王宮はもちろんマンジの

都キンサイ（行在）の豊かで華やかな姿が余すところなく描かれている。モン
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ゴル時代というよりは、その前の南宋の都臨安の姿であるが、それによって広

く世界に知られるところとなり、今もその基本文献の一つとして残る１）。それ

ほど価値ある記録なのだが、それだけに長大であり、写本・原文・訳を全てに

わたって掲げるとあまりにも膨大ゆえ、ここでは三つの記事、冒頭箇所と西湖

と王宮、に限ることとする。 

１）そのことを多として市は西湖畔にポーロの像を建て、顕彰した（図 5）。  

  

この章はまた、同書の中でも特異な位置を占め、多くの問題を抱える。まず、

数章にわたっていたカンバリク大都を別にすると、単独の都市としては最も長

くまた詳しい。たいていはその地理や自然、産物や商品、あるいは特に注目さ

れる事柄の概略的紹介であった他の都市に対して、この章ではその全貌、町の

様子から始まって庶民の暮らしまでが事細かに描写される。カンバリクでは、

大部分はクビライの宮廷を中心とする事項､軍事と政治であったが、ここでは中

心となるのはむしろ人々の生活である。そして、これまでほぼ全て、勝者であ

り支配者であるモンゴルの側から記されてきたのに対して、ここでは敗者であ

り支配される者であった旧南宋人、漢人の側に立って記述される。そのことを

可能にしたのは、筆者によれば、南宋の女王が相手の将軍バヤンに送った書き

物であった。つまり筆者は、キンサイはその文書あるいは書物から取ったもの

であることを素直に告白する。その意味でこの章は、自分の見聞だけでなく、

何らかの典拠に基づいたものであることが明記されている唯一のものである。

実際、何か書かれたものに拠らなければとても無理だったであろうと納得させ

るほど詳しい。その全体を示すのは、最初に述べたごとく長すぎるゆえ、最も

詳しい R の訳のみを最後に付録として掲げる。 

 次に、版による異なりが最も大きい。十分に長く詳しい F に対して、R はそ

れに倍し、記事も多くかつ異なりはその全てに及ぶ。また F と Z が比較的よく一致する

のに対して、R はそのどちらにもない記事と異なりを大量に有するという、珍しい構図を

なす。そのことは、異なりは省略か追加かという問題を改めてさらに大規模に突き付け、

かつまた別の角度から検討する必要のあることを知らしめる。ここでは、その一例を西湖

とファクフル王の王宮の記事に見ることにして、まずは典拠に言及されている冒頭箇所

から始める。 
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図 2 南宋臨安全体図（呉自牧著・梅原郁訳「夢粱録」より） 
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            図 3 南宋臨安市街復元図（同上） 
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 図 4 南宋臨安城遺址（壁の一部と柱の基壇） 

 

          図 5 マルコ・ポーロ像（西湖北岸青少年宮向かい）  

         （碑文「杭州是世界上最美麗華貴之天城 ― 馬可・波羅」） 
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１ 典拠 

 

   

 図 6 キンサイ城市（Oxford, Bodley 264, f. 257r) 

 

図 7 南宋臨安京城図（清同治 6 年 (1897)補刊「咸淳臨安志」）  
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 １  F：BNF fr. 1116, ff. 66r.8-66v.3. 
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F 152 Ci devise de la noble cite de Quisai.  

Quant l’en se part de la cite de Caingan, il ala trois iornee [ 1] la o il a 

maintes cites et mainte chastiaus de grant nobilite et de grant richece que 

uiuent de mercandies e d ’ars. Il sunt ydules et sunt au grant Chan. Il ont 

monoie de carte. Il ont habundance de toutes couses da ui[u]re au cor 

d’onmes. Et quant l ’en est ales tres iornee adonc treuue l ’en la tres 

nobilisime cite que est apelle Quinsai, que uaut a dire en franchoit la cite 

dou ciel. Et depuis que nos sonmes la uenu, si uoc ’ conteron toute sa grant 

nobilite, por ce que bien fait a conter, que ce est san faille la plus noble cite 

e la meilor que soie au monde. Et adonc uoc’ conteron de cec ’ nobilite, selonc 

que la roine de ceste reingne mande por escript a Baian que conquiste ceste 

prouence, que le deus mander au grant Kan, por ce que il seuse le grant 

nobilite de ceste cite, porquoi ne la feiste destruere ne gaster. Et selonc que 

en celle escripture se contenoit [66v] [2] fu uerite selonc ce que ie Marc Pol 

uit puis apertemant a mes iaux.  

 １）  par mout biaus pais (Bn).   ２） ie uos deviserai tout par ordre.  Et tout (Bn).  

 

F152 立派なキサイ市について述べる。（太字は Z・R との異なり）  

チャンガン市を発って三日行程行くが、大いに立派で豊かな市や城市がたくさ

んあり［１］商売と職人仕事で生きる。偶像崇拝で、グラン・カンのもとにある。

紙のお金をもつ。人体の生に必要なあらゆるものが豊富にある。その三日行程

を行くと、キンサイという非常に立派な市がある。フランク語で天の市という

意味である。ここにやって来たからには、その偉大な立派さをすっかりお話し

よう。間違いなくこの世に在る最も立派で最良の都なのだから、まことに語る

にふさわしい。で、その立派さを、この国の女王がこの地方を征服したバイア

ンに書き送ったところにしたがって述べよう。彼女は、グラン・カンがこの都

の偉大な立派さを知りこれを破壊したり損なったりさせぬよう、それを彼に送

ってほしいと［願った］のだった。その書き物に含まれているところにのっと

って、［２］私マルク・ポルが後に我が目ではっきりと見たところによれば、真

実であった。  
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 １）Bn［あるとてもきれいな土地を］。  ２）Bn ［私は順を追ってすっかり述べよう。

そしてそれは］。  

 

Here he tells of the noble city of Quinsai.  

When one sets out from the Ciangan he goes three days journeys [through 

very beautiful country] where there are many cities and many villages of 

great importance and of great wealth, where they live by trade and by crafts. 

They are idolaters and are subject to the great Khan. They have money of 

notes. They have abundance of all victuals for man ’s body. And when one is 

gone three days journeys then one finds the very most noble city which is 

called Quinsai, which means to say in French the city of Heaven. And since 

we are come there so will we tell you all its great nobility, because it does 

well to relate, that it is without fail the most noble city and the best that is 

in the world. And then we will tell you of the nobility of it according as the 

queen of this realm sends in writing to Baian who conquers this province, 

that he should send it to the great Kaan, so that he might know the great 

nobility of this city, he should not cause it to be destroyed or ruined. And as 

it was contained in that writing [I will describe to you in order just as i t] was 

truth, according to that which I, Marc Pol, saw afterward clearly with my 

eyes.                              (Moule より）  

                                                      

 最初の「チャンガン」とは、前章スジュ蘇州からこの杭州に来たるまでの最

後の町嘉興、「天の市」とは、謎 XII「范成大」で見た「天上天堂、地下蘇杭」

の句、そしてそのとおり、確かに「この世で最高最良の都」であった。ただし、

その全てを書き記すのは自分の手に余るゆえ、この国の女王がバヤンに書き送

ったところにのっとって述べる、と言う。後に自分の目で確かめたところ全て

そのとおりだった、とも付け加える。この、女王が「書き送った」ものという

のが、具体的にどのようなものだったか、国の立派さを説明してクビライが破

壊せぬよう乞う単なる書簡なのか、それとも南宋の文化や美術、事物や歴史を

記した文書あるいは書物だったのか、明確でない。  
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 南宋最後の女王であれば謝太后になるが、彼女がクビライに送ったという書

簡や文書は確認されないし、そうした記録もないとされる。この都で没収した

南宋宮廷の文書や書画をバヤンが船で大都に送ったことは知られるが１）、ここ

の書き物というのがそれに当るかどうかは分からない。バヤンは、父と叔父が

最初の旅の折に出会ってその知己を得たと見られる人物であるだけに、その関

係から多くの情報を得たことはあり得ようが、それがどのようなものであった

かは確認すべくもないし、ポーロが漢語で書かれた文書を活用できたとは思わ

れない。  

ここでもしかし、この女王の文書というのを文字どおりに受け取る必要はな

い。キンサイの記事は、長く滞在したであろう大都と違って、主に何らかの書

き物に基づいたこと、それはマンジ（南宋）の側の人によって書かれた物であ

ること、したがってグラン・カンの支配下に入った今ではなくかつての都のこ

とを記したものであること、を言わんとするのであろう。そのことをここで明

記したのは、これまで全て自らの体験に基づき、全て自分が見聞したことだと

してきたのに対して、キンサイ杭州は、そうしたフリを押し通すにはあまりに

も大きく立派で多様だったからであろう。  

実際はその他多くの資料やたくさんの人の話や雑多な情報から得たものも多

かったであろうし、ポーロもこの町に必ずや一度は滞在したことがあったろう

し、現地にあって見たこと聞いたことを排除するわけではもちろんない。「女王」

というのは、キンサイの記事に権威と信憑性を与えるためと、征服したクビラ

イの側ではなく征服されたファクフル王の側に立って書くことへの二人の配慮

でもあったろう。  

とまれこの章は書き物に依ったことが明言されてあり、実際そのことは随所

に窺われる。といっても何らかの種本、例えば南宋末の臨安を記した『夢粱録』

２）やその基となった『咸淳臨安志』や『武林旧事』のようなものがはっきりと

確認されるわけではなく、対象となる場所と時期と状況を同じくすることから、

事項や事物が共通することは当然としても、間接的な影響はありえてもそれら

から直接写したものではなく、文章はこれから明らかなごとく、はっきりと西

方人のものである３）。その点では、彼ら南宋人によってではなく、この地方に

は多数居住していた異邦人、西域出身のイスラム教徒やネストリウス派の人々
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によって書かれたものがあってそれが利用されたことも想像されるが、今に伝

わるものは確認されない４）。  

以下、その典拠についての冒頭箇所を見てゆくが、版によってかなりの異な

りを見せる（太字は F との異なり、以下同）。F では、「その書き物に含まれて

いるところにのっとって、［ ］私マルク・ポルが後に我が目ではっきりと見た

ところによれば、真実であった」と、間に欠落があった。これが大きな問題を

引き起こす。  

 

１）『元史』（巻 9「世祖本紀」至元 13 年 3 月）「伯顔入臨安、遣郎中孟祺籍宋太廟四祖殿、

景霊宮禮楽器、册寶曁郊天儀仗、及秘書省、国子監、国史院、学士院、太常寺図書祭器楽器

等物」。 ２）呉自牧著・ 梅原郁訳注『夢粱録  南宋臨安繁盛記』3 巻、平凡社東洋文庫  2000。

同書の編纂は訳者によれば元統 2 年（1334）。 ３）R には、キンサイの住民は平和的な人々

で、互いに相手を敬い、他国人をも鄭重にもてなすが、「反対に、グラン・カンの兵士も衛

兵も目にしたがらない。彼らのせいで自分たちの本来の王と君侯たちが奪われたと思えるか

らである」との文がある。マルコ・ポーロにとっては主君にあたるクビライに対して批判的

な珍しい箇所の一つに数えられる。他版にはない。 ４）事実との検証や種本との関わりは、

J. ジェルネ（栗本一男訳）『中国近世の百万都市―モンゴル襲来前夜の杭州』平凡社 1990

（原著 1959 年）に詳しい。そこでは、本書が『夢粱録』等と並ぶ基本文献の一つとして扱

われている。他に、『都城紀勝』（1253）、『武林旧事』（1280）、『癸辛雑識』、『説郛』が使わ

れている。  
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  ２  FA2：BNF, fr. 2810, ff. 67r.17-67v.6. 
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Cy devise de la tres noble cite de Quinsay qui est chief de la contree de 

Mangy. 

Quant l’en se part de la cite de Ciangu et l ’en a cheuauchie .iij. iournees par 

moult beau pais trouvant uilles et chasteaux assez, adonc treuue l ’en la tres 

noble cite de Quinsay, qui vault au tant a dire en francois comme cite du ciel, 

si comme autre fois vous ay dit. Sy vous compterons sa noblesce pour ce que 

bien fait a compter, car c ’est sans fail [67v] le plus noble cite et la meilleur 

qui soit ou monde, selonc ce que la royne de cest regne enuoia par escript a 

Baian, qui conquist la contree, pour ce que il enuoiast l ’escript au grant 

Kaan, a ce qu ’il sceust la grant bonte de cest cite, affin qu ’il ne la feist 

gaster ne destruire. Et, selon ce que en l ’escript estoit contenu, nous vous 

compterons. 

 

 要約的だが、基本的には F とよく一致する。異なり、par moult beau pais

＜とてもきれいな地を通って＞は最初からあったとみなされ、ベネデットはこ

れによって F を補っている。qui est chief de la contree de Mangy＜マンジ地

方の首都である＞は今更必要ないかもしれない。si comme autre fois vous ay 

dit＜別のところで述べたように＞は、Z にもあることを後に見る。  

 最後の、典拠についての文は、「そして、その書き物にのっとって我々は皆

さんにお話ししよう」と、F に欠落していた部分（太字）がある。が、その後

の文 F「マルク・ポルが後に我が目ではっきりと確かめたところ真実だった」

はない。しかし、FA1（BNF fr. 5631）には、Et puis le vit et scot ledit messire 

Marc Pol, si comme nous vous conterons.＜そして、我々が皆さんにお話しす

るように、かのマルク・ポル殿は後にそれを見かつ知った＞と、若干違った形

でながらある。FB（BL Royal 19 D I, Oxford Bodley 264）にも同じくある。

これらが属する FG 系稿本（グレゴワール写本類）は、現 F よりさらに古いテ

キストからフランス語訳されたと考えられることからして、F の祖本では欠落

していなかったとみられよう。  

 なお冒頭の挿絵（図 1）は、建物は西欧風だが、川と橋の多いこと（そのこ

とはこの冒頭箇所にすぐ続く部分に述べられる）を写して、貴重なものである。
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様々な色と形の屋根と尖塔と煙突を備えたその建物は、むしろヨーロッパの当

時の家がどのようなものだったかの資料となる。また、あくまで単色の鳥瞰平

面図にこだわる中国の地図（図 7）に対して、多色の立体図を志向する西欧の

絵画の特徴を示す。まだまだ稚拙だが、この頃には事物や建物や人物を平面的

にではなく、ありのまま立体的に描写せんとするルネサンス絵画の技法はもう

始まっていた。オックスフォード写本の挿絵（図 6）もキンサイ城市のもので、

中央の像は偶像崇拝を、人間の顔と動物（牛？）は異郷（東方）を表わす。  
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 ３  TA１：BNCF, II II 44, f. 57v.2-16. 
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Della citta che ssi chiama Quisaj. 

Quando l’uomo si parte della citta di Cingha, e ’ ua tre giornate per molte 

belle citta et chastelle ricche et nobile di grandi mercatantie e artifici. Et 

sono idoli et sono al gran Chane; e anno moneta di charte. Egli anno da 

vivere cio che si bisongnia al chorpo del’ huomo. Di chapo di queste tre 

giornate, si ssi truova la sopranobile citta di Quisaj, che vale a ddire in 

franciescho la citta del cielo. Et chonterovi di sua nobilta’, pero ch’ella e’ la 

piu nobile citta del mondo e lla migliore. Et dirovi di sua nobilta ’ secchondo 

che i’ rre di questa provincia iscrisse a Baiam, che conquisto questa 

provincia de lli Mangi. Et questi la mando a dire al gran Chane percio 

ch’egli, sappiendo tanta nobilta, no lla farebbe guastare. Ed io vi chontero 

per ordine cio che lla iscrittura chonteneva. Et tutto e ’ vero pero ch’io 

Marcho il viddi poscia cho miei occhi.  

 

 FA よりさらに忠実である。唯一、書き送ったのは女王ではなく、re＜王＞と

なった。写字生のうっかりミスか、女王が書くとは思えなかったのであろう。

であれば、前の「南宋征服」の章（Ch. 139）は記憶になかったことになる。  

 当該箇所、「そして私は、その書き物の含んでいるところを皆さんに順を追

ってお話ししよう。そしてそれは、私マルコが後に我が目で見たところすべて

本当であった」と、ここからも F の欠落が確認される。ただし、主語は「我々」

ではなく、 io＜私＞になった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

 

４  VA３：Padova, CM211, f. 53v.22-28. 

 

 

 

Quando l’omo se parte de Singui, el va ben zinque zornade trovando piuxor 

zità molto bone et de gran merchadantia. E poi truova l ’altra nobilisima zitè 

de Quinsai, ch’è a dir la zità del ziello. Questa è la maor zità e lla plui 

nobelle che sia al mondo, et è la maistra zità de Mangi. E io Marcho fu a 

questa zità e vidi la chondizion de questa zità sì  itto ache ò  itto de 

sopra. 

 

 大きく要約された。小さな異なり、３日ではなく ben zinque＜5 日も＞、世

界 maor＜最大の＞都市、 la maistra zità de Mangi＜マンジの首都＞は、それ

に伴う書き換えであろう。また、女王の文書のことは出てこず、「私マルコはこ

の町にいた、そして上に述べたこのかくも立派な町の様子を目にした」とある

だけである。つまり、典拠のことは述べられていない。VA が底本とした F の

一本（F3）にそうあったよりは、VA のどこかの段階での写字生、最初の訳者

かその後の転記者、によって略されたのであろう。  
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  ５ P：Riccardiana, Ms. 983+2992, f. a22-b11. 
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De nobilissima et mirabile civitate Quinsay. Ca. lxiiij. 

Post recessus a civitate Singuy, itur per dietas .v.; et inveniunt in via 

civitates plures magne, ubi negotiaciones maxime fiunt. Postmodum 

peruenitur ad nobilissimam civitatem Quinsay, quod in nostra lingua sonat 

ciuitas celi, quod maior ciuitas orbis est et est principalior in prouincia 

Mangi. Ego Marchus fui in hac ciuitate, et curiose et diligenter condiciones 

illius perscrutatus sum, quas summatim ut repperi et breviter enarrabo. 

 

 文も異なりも VA と共通する。女王の文書が出てこないのも同じである。し

かし最後の文は、「私マルクスはこの町にいた、そしてその様子を興味深くま

た事細かに探求した」とさらに詳しくなり、また「それを体験したとおりまと

めて簡単に語ろう」と、この章キンサイの記事は自分の体験に基づくものだと

言う。つまり、典拠は女王の文書ではなく自分の見聞である。これは、P のラ

テン語訳者ピピヌスが書き加えたよりは、VA にも最初はそうあったのであろ

う。現 VA3 は 1445 年のものであるのに対して、ピピヌスが底本として使った

VA はそれよりずっと古いものだったと推定されるからである。  
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 ６ Z：Toledo, Ms. Zelada 49. 20, f. 42v.4-19. 

 

 

Cum disceditur a civitate Çunguy itur una dieta inveniendo casamenta 

multa, burgos et vilas multarum diviciatum. Gentes adorant ydola, 

monetam habent de carta et sunt sub dominio Magni Can. Habundantiam 

quidem habent de omnibus victualibus humano corpori oportunis. Et cum 

perambulatum est una dieta, invenitur nobilissima civitas Quisay, que celli 

civitas nuncpatur. Nam maior civitas est que reperiatur in mundo. De cuius 

esse et nobilitatem nanabimus secundum quod regina ipsius, ut supra in 

libro dictum est, misit ad Dominum Grandem in scriptis, priusquam capta 

fuisset per exercitum eam obsidentem, declarando videlicet totam 
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nobilitatem et esse ipsius, ut, civitatis magnificentia intellecta, de ipsius 

destruction condolens, eam faceret conservari illesam. Et ideo illarum 

continentiam scripturarum per seriem narabimus ordinate secundum quod 

ego, Marcus Paulo, propris oculis ipsas vidi.                     

（Barbieri より）  

 

ザンガン市を発って一日行程行くが、多くの集落、村、とても豊かな農園がたくさ

んある。人々は偶像を崇拝し、紙のお金を持ち、マグヌス・カンの統治下にある。

人体に必要な食料が何でも豊富にある。その一日行程を経ると、ものすごく立派な

クイサイ市があり、天の都と呼ばれ、まことにもって世界にある最大の都市である。

その有り様と立派さについて我々は、前に本書で述べられたごとく、市が彼の攻囲

軍に奪われる前に女王自身が大君に書き送ったところに則って語ろう。その中で女

王は、市の全ての立派さと有り様を説明し、彼がその素晴らしさを理解し、それの

破壊を危惧して無傷のまま残させてくれるよう頼んだのだった。その書き物の内容

を我々は、私マルクス・パウロが自分の目で見たところにしたがって、順序立てて

語ろう。  

 

かく、F と良く一致する。F になく FA にあった、「前に本書で述べられたご

とく」はあるが、それに続く「市が彼の攻囲軍に奪われる前に」は、他にはな

かった。文書は、「女王自身が大君に送った」と、バヤンは飛ばされた。最後の

文、「その書き物の内容を我々は、私マルクス・パウロが見たところにしたが

って語ろう」は、「我々」と「私」と主語のねじれた奇妙な文となっている。

これは、FA（と TA）に見られたような二つの文、「女王の書き物に含まれてい

るところに従って我々は語ろう」と、「それは私マルク・ポルが我が目で見たと

ころすべて真実であった」が、一つになったものであろう。始めからこのよう

であった可能性もなくはないが、Z が底本とした F のテキストには最初に見た

如く欠落があり、それを Z の訳者がこのように補ったと考えたほうがありえよ

う。しかしこれでは、典拠は女王の書き物かマルコの見聞か曖昧である。この

文はまた、マルコ・ポーロが一人称で登場する Z では珍しい箇所である。  
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７ R：Navigazioni e Viaggi, vol. II, Cap. 68. 

 

 

 

ヴァジゥ２を発って三日行程進むが、ずっと町、城市、村があり、どこも人が住ん

でいて豊かである。人々は偶像崇拝でグラン・カンの統治下にある。その三日行程

のあとに立派な驚くべきキンサイ市があり、その大きさ立派さ美しさゆえにこの名

で呼ばれ、天の市を意味する。この世に同じようなものは一つもなく、これほど多

くの楽しみのあるところはなく、人は天国にいると思うからである。マルコ・ポー

ロ殿はこの市に何度もあり、同市の全ての有り様を非常な熱意をもって観察しまた

聴き取らんと望み、以下に簡略に述べられるごとく、それを覚え書に書き記したの

であった。  

 

前半、市のことは基本的に他版と一致する。異なり、「その大きさ立派さ美

しさゆえにこの名で呼ばれ」は、ラムージォの言い換え、「これほど多くの楽

しみのあるところはなく、人は天国にいると思うからである」は、天の市の自

分なりの解釈、後に記される同市の暮らしの優雅さからどこかの段階の写字生

が想像したものであろう。一方後半、典拠のことはすっかり異なる。女王の文

書もグラン・カンもバヤンも出てこない。代って、全てポーロの見聞であり、

彼はそれを「覚え書」に書き残した、以下の記事はそこから述べられるものだ

と主張する。これはどうしてか。  

欠落はあったが F と FA と TA では、記すのは女王の文書にのっとってであ

り、それをマルコが後に自分の目で確かめた、であった。それが VA と P では、

女王の文書は消え去り、自分の見聞したところを語る、となった。Z は、これ

らを折衷した形で、女王の文書の内容を自分の見聞にしたがって語る、となっ
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た。とすると、R は P に一番近い。実際、R の主底本は P であった。Z（Z1 ギ

ジ稿本）とも基本的に矛盾しない。新たに登場した「覚え書」とは、同書は全

てポーロの体験に基づくものであり、マルコはその見聞を「覚え書」にしたた

めておいた（Ch. 1「序」）とするラムージォが、その見解をここにもあてはめ

たものであろう。  

この部分は、典拠への言及がある数少ない文であること、そうした貴重な箇

所でありながら、F・Z と R の間に大きな異なりのあることから注目されるが、

しかし上のごとくたどってくれば、系譜の最後に位置する R がどのようにして

かくなったかの過程が見えてくる。ここもまた、何処（どの稿本）に何が如何

に（異なって）記されているかを検証することの必要を示す分かりやすい一例

であろう。  

しかしもう一方、この章は内容も大きく異なり、とりわけ R は他版にない独

自の記事を大量に有し、それが省略か加筆かは確定しがたいことは最初にも述

べたが、全部にせよ一部にせよ、もし R で書き換えられたあるいは新たに加え

られたものがあるなら、上の文が大きく関わってくる。実際、覚え書を認めた

のはマルコであったにしても、それがどのようにして本に移されたか、その覚

え書がそのまま書き写されたのか、それとも他の誰かによって書き移されたの

かは、si dira’＜述べられる＞と非人称になっており、曖昧である。この問題は、

最後にもう一度検討する。  

  

 


